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令和４年 12 月 11 日

令和４年度特定寄附事業の概要

静岡県知事　殿

一般財団法人鎌倉フェローシップ

代表理事　鎌倉　淳爾

　2014 年より国立大学法人静岡大学に在籍する大学生及び大学院生に対し，学習支援を図る趣旨から年額 380,000

円程度の奨学金給付を行ってきたが、令和３年度の変更認可申請により、令和３年度を以て当該継続事業を廃止し、

令和４年度から国立大學法人琉球大学の基金室が運営する琉球大学・鎌倉フェローシップ・K 奨学金に対する年額

380,000 円の特定寄附事業を新規追加した。奨学金の使途については、当該変更認可申請における公益目的支出計画

（別表 C（２））の備考欄に以下のように記載した通りである。

引 用 開 始

当財団は学生支援により、長期的な子どもの貧困及びジェンダー不平等の解決への寄与を目指しており、代表理事

が兼任している沖縄県の（一財）鎌倉フェローシップによる琉球大学への学生支援をモデルに、従来、静岡大学へ

の助成活動を行い、かつ、相互の協力強化に努めてきました。沖縄県の学生支援は、統計上の子供の貧困率の高さ

及び大学進学率の低さ並びに奨学金申請者の実情に鑑み、緊急性かつ重要性が非常に高いと思われ、とりわけ、沖

縄県内の進学者が多く、同県唯一の法科大学院が設置されている琉球大学への助成は、将来、地元で地域課題の解

決に資する人材育成に繋がり、当財団の事業目的により合致すると考えております。そこで、財源の配分上、既に

一定の成果を挙げた静岡大学への助成は廃止し、琉球大学への特定寄附の追加について申請致します。

引 用 終 了

　本年３月２８日に開催された理事会において、当該特定寄附の実施は、琉球大学における当該奨学金の実施時期

に足並みを揃える必要性から、琉球大学において当該奨学金の募集が行われ、給付対象者が決定する８月から１１

月までの期間の事前の４月から７月頃の実施が望ましいと確認され、決議されたところ、７月５日に琉球大学に対

して当該寄附申請書を提出し、７月２５日付の同大学の受入決定通知書を受けた。実際、当該公益目的事業は、同

年９月から１１月の期間に、当該奨学金の運営を担当する琉球大学法科大学院法務研究科委員会によって募集およ

び書類と面談からなる審査選考が２次に渡って行われ、当該特定寄附事業分の対象者として２名が選出された。決

定は、１１月３０日に開催された同研究科委員会にて了承された。

　また本結果は、琉球大学長へと報告され了承されると同時に、当財団に対しても別添に示す通り、本年１２月６

日に同研究科長より代表理事に宛てて文書にて報告された。また、琉球大学法科大学院係から、当該特定寄附事業

に関連して給付が決定した学生の名前、学籍番号、所属、金額等の詳細について本報告書の２頁以降に添付する通

りにリストおよび給付対象者に係る資料の開示報告がなされた。当該リストのうち、当財団の特定寄附事業による

公益目的支出計画に係る奨学金の給付対象者は別添資料の青色で囲まれた部分であった。

　琉球大学の選考委員会委員長である久保田光昭法務研究科長の評価によると給付対象者は「いずれも将来有望な

学生たち」であり、開示された審査書類等からも当財団の特定寄附事業の趣旨と目的に合致する資質を有する給付

対象者であることはうかがえた。以上から、今次当財団の公益目的支出計画として新規追加された特定寄附事業は、

公益目的事業として円滑に実施され、妥当な成果を挙げていることが確認された。これにより、次年度以降につい

ても、同時期に同目的と趣旨に資するように適宜に継続的に実施されていく体制が整ったと評価できる。

以上
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部外秘 別添

特定寄附分
令和4年度　琉球大学・鎌倉フェローシップ・Ｋ奨学金(二次)　採択者一覧

学生種別 学籍番号 年次 氏名 支給額

学部 201165E 1 浦崎
ウラサキ

　流
リュウ

可
　カ

180,000
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グシケン
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マサミキ

120,000

大学院 219107F 2 中澤
ナカザワ

　真路
マサミチ
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　新
アラタ

120,000
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一

229106B 仲
ナカ マ

間　裕
ユウカ

夏大学院

Subject: 令和4年度K奨学⾦奨学⽣の決定について（お礼）
From: 久保⽥光昭 <mkubota@ll.u-ryukyu.ac.jp>
Date: 2022/12/06 19:28
To: 鎌倉淳爾様 <junji.kamakura@kff.or.jp>

鎌倉フェローシップ代表理事　鎌倉淳爾様
　拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。かねてより琉球大学大学院法務研究科（法科大学院）における法曹養成教育に
ご理解・ご支援をたまわり、誠にありがとうございます。
　さて、法科大学院係の背戸さんからすでにご報告申し上げましたとおり、令和4年度琉球大学・鎌倉フェローシップ・K奨学金奨学生とし
て、法科大学院学生4名、人文社会学部LS進学等特修クラス学生1名を採用することと決定しました（11/30開催の研究科委員会にて承
認）。いずれも将来有望な学生たちです。本年度から支給金額を増額するために多額のご寄付を頂戴いたしましたにもかかわらず、奨学生
の募集から決定まで長期間を要しましたことをお詫び申し上げます。近日中にK奨学金目録贈呈式を開催予定です。
　こちら沖縄では、幸い新型コロナの感染者は比較的少数にとどまっており、本学のキャンパスには賑やかな学生たちの声であふれていま
す。
　今後とも、どうかよろしくご指導・ご鞭撻くださいますよう、お願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　琉球大学大学院法務研究科長　久保田光昭

令和4年度K奨学⾦奨学⽣の決定について（お礼）
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